
 

「イクメンプロジェクト推進チーム」名簿 

 

○ 駒崎
こまざき

弘樹
ひ ろ き

氏（認定ＮＰＯ法人フローレンス代表） 

 （座長） 

 ・ 病児保育やおうち保育園を運営するＮＰＯ代表理事。社会起業家として影響力を持つ。２児

の父。 

○ 渥美
あ つ み

由喜
な お き

氏（（株）東レ経営研究所研究部長） 

 ・ 企業・自治体の雇用管理に詳しい。著書に「少子化克服への最終処方箋」。２児の父親で育

児休業を２回取得。２０年前から週末毎に、地域で子ども会を主催し、２０００人の子どもた

ちと出会う。 

○ 越智
お ち

聡
さとし

氏（第６回イクメンの星／アクセンチュア株式会社マネージャー） 

 ・ 深夜残業・休日勤務が当たり前の日々から一念発起し、育児休業２ヶ月、育児時短勤務２年

２ヶ月を取得。家庭と仕事の両立に日々奮闘する２児の父。２０１０Ｍｒ．イクメンコンテス

ト準グランプリ。 

○ おちまさと氏（プロデューサー） 

 ・ 数多くの人気番組から企業ブランディングや街づくりなど多方面で活躍するプロデューサー。

男性の育児休業推進運動啓蒙イベントである「イクメン オブ ザ イヤー」を総合プロデュー

ス。１児の父。著書多数。 

○ 小室
こ む ろ

淑恵
よ し え

氏（（株）ワーク・ライフバランス代表取締役社長） 

 ・ 自社で企業向けコンサルティングを行うと同時に、「ワーク・ライフバランスコンサルタン

ト養成講座」や「休業復帰支援プログラムarmo（アルモ）」を開発。 

著書に『6時に帰るチーム術』など。著書多数。２児の母。 

○ 新田
に っ た

龍
りょう

氏（第４回イクメンの星／株式会社ヴィベアータ代表取締役） 

 ・ 「ブラック企業アナリスト」として、メディアで労働問題、就業問題を語る。「人生を無駄

にしない会社の選び方」など著書多数。ブラック企業勤務を経て、管理職である妻のキャリア

支援も目標のひとつとして起業。 

○ 山田
や ま だ

正人
ま さ と

氏（「経産省の山田課長補佐、ただいま育休中」著者） 

 ・ 経済産業省職員。現在、経済産業省特許庁制度審議室長。前横浜市副市長。経済産業省の課

長補佐時代に１年間の育児休業を取得。３児の父。 

（別紙２） 



○ 吉田
よ し だ

大樹
ひ ろ き

氏（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン代表） 

 ・ 労働専門誌の元記者。ワーク・ライフ・バランスや産業保健などの労働問題を精力的に取材。

１２年７月より現職。１２年４月より内閣府「子ども・子育て会議」委員。３児のシングルパ

パ。 

○ 安藤
あんどう

哲也
て つ や

氏（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン ファウンダ―／副代表） 

（顧問） 

 ・ 多くの父親の育児に関する知見を有する。ＮＰＯ法人のファウンダーとして、豊富なイクメ

ンネットワークを持つ。3児の父。 

○ 佐藤
さ と う

博樹
ひ ろ き

氏（東京大学教授） 

 （顧問） 

 ・ ワーク・ライフ・バランスと企業経営・人材活用の関係に関して実証的研究を行う。東京大

学社会科学研究所に組織された民間企業との共同研究であるワーク・ライフ・バランス推進・

研究プロジェクトの代表を務めるほか、内閣府・ワーク・ライフ・バランス推進官民トップ会

議委員など政府の委員を多く務める。著書に『男性の育児休業』（共著、中公新書）など。 

 


